
＜群馬県教育委員会 オンラインサポート授業＞
社会「世界の動きと統一事業Ⅱ」【要点資料】

・1543年 鉄砲の伝来

種子島にポルトガル人が乗った中国船が漂着

戦い方や築城技術の変化

①ヨーロッパ人との出会い

・1549年 キリスト教の伝来

イエズス会のザビエルが来日

キリスト教の布教に努める

・南蛮貿易

外国の優れた技術や新しい文化が日本に伝わる

キリスト教が日本で広まっていく

キリシタン大名の出現

②織田信長の統一事業

・勢力の拡大

1560年 桶狭間の戦い（今川義元を破る）

1573年 室町幕府を滅亡させる（15代将軍 足利義昭の追放）

1575年 長篠の戦い（鉄砲、柵、堀の活用）

織田信長ｖｓ武田勝頼

・商工業の発展

1576年 安土城の築城（城下町の整備）

1577年 楽市・楽座（自由な商業を認める）

・宗教政策

キリスト教を保護（南蛮寺の建設）

仏教を弾圧（比叡山延暦寺、一向一揆など）

・信長の最期

1582年 本能寺の変で自害（明智光秀の裏切り）

ヨーロッパ人との出会いによって、日本の社会は
どのように変化したのか。

鉄砲
ヨーロッパ人との出会いによって、鉄砲が伝来して戦術の変化が起き

たり、キリスト教が広まったりするなど、優れた技術や新しい文化が
入ってきた。

織田信長は、どのように天下統一を目指していったのか。

鉄砲
鉄砲を有効に使った戦術で戦いに勝利し、権力を握っていった信長は、

城下町や商工業の発展にも努めるとともに、自分に従わない仏教勢力を弾
圧するなどして天下統一を進めた。


